
 

開催日：2023 年 11 月 28 日（火） 

 
会場  タキイ種苗株式会社関東支店   

茨城県つくば市学園南 2 丁目 8-2 
 

主催  一般社団法人フードビジネス推進機構 
    一般社団法人日本野菜協会 
参加費 □ 講演会のみ   3,000 円 

□ 懇親会のみ   6,000 円  □ 講演会・懇親会 8,000 円 

お振込先： 常陽銀行 研究学園都市支店 普通預金 3819371 

      口座名義 社団法人フードビジネス推進機構  

※当日現金でのお支払いをご希望の方はご連絡ください。領収証をご用意いたします。 

御社名 お電話 

お名前 お役職 メール 

お申込締切：11 月 10 日(金)  返信先 FAX 029-875-3402  

（お問合せ：029-875-3401 ウエルシード内事務局） 

【講演テーマ】実需者ニーズに対応した農産物加工技術の検討事例と今後の課題 

食生活の変化の中で従来は家庭内調理が主であった野菜を含めて様々な農産物の加工食品が上市さ

れてきた。美味しく、体にいい、さらに安全な食品を食べたい、などの基本的なニーズに加えて、

多様なニーズがさらに新たな農産物加工品を求めている。 

講演者らも主に物理的処理を用いて野菜などの農産物の加工技術を開発してきた。この講演では、

講演者などが行ってきたアクアガスによる野菜の加熱処理（冷凍食品の前処理としてのブランチン

グ素材、病院食などを対応にした安全性の高い農産物素材）などのその検討事例を含めて、実需者

ニーズに対応した高付加価値食品素材及び食品の開発事例の紹介と、これからの求められる農産物

加工品の開発に必要な課題などについても触れる。 

 

【講師】日本大学 生産工学部 特任教授  博士（農学） 五十部 誠一郎 

 

 

 

 

開演 

14：00～ 

 

15：15 

【講演テーマ】世界を取り巻く種苗情勢と品種改良のトレンド 

ヨーロッパではロシア・ウクライナ戦争の影響や SDGs の概念に種苗開発の主役がオランダから変

革の時代に移ってきている。また、世界的な異常気象の影響で農作物はもとより種の生産にも影響

を及ぼし、将来的に世界的食糧危機の局面に接しているといっても過言ではない。それらを想定し

て活動している日本の種苗業界の動向を説明する。 

 

【講師】タキイ種苗株式会社  関東支店課長 吉田栄介 

 

 

 

開演 

15：30 ～ 

 

16：45 

懇親会 

La Porta（ラ・ポルタ） 

茨城県つくば市研究学園 5-8-4 ホテルベストランド １F 

TEL：029-849-2211 

 

 

17：30 ～ 

19：30 

FABIO・日本野菜協会≪講演会≫のご案内 


